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―気象データを利用した熱環境緩和ライフスタイル支援の検討― 
A study on thermal environment in building in urban area and suburbs 





Abstract: The use of the temperature and the humidity data measured in the 
building of the urban area and suburbs and meteorological data open to the public on 
the Internet are examined. The method of processing the GUI application 
automatically was shown by using UWSC as a means to use various data combining 
























重ねでその影響が明らかになる。日本の場合、全人口の 3 分の 2 以上が都市居住者であること、
28











環境省資料 5)によると、自動車、工場、建物に関する 1972年と 1999年の東京 23区 8月の人口
排熱の比較は、特徴的な結果を示している。自動車からの排熱は燃焼効率が上がったため、台数
の増加が 2 倍に対して排熱量は 1.4 倍に抑えられ、工場からの排熱は同じく効率が上がったため
0.75倍と減少している。一方、建物からの排熱量は空調機台数が 30倍に増加したことから、3倍
に増加している。最近大阪市で行われた調査でも、都市に排熱される熱の割合は、ビル壁面が 35%、






































































地下鉄で 16 分）まで徒歩 10 分の位置にあり、名古屋市の中でも大変交通の便が良い住宅地にあ









不快指数(DI) = 0.81T + 0.01H(0.99T - 14.3) + 46.3  （１） 
ここで、T :気温(摂氏温度)、H :相対湿度(%)、である。 
 
表１ 温度センサー設置場所の特徴（図２、４参照） 












































今回は、株式会社ティアンドデイ Thermo Recorder TR-72U（写真２）を使用した。TR-72Uは、温
度・湿度を 8000 個まで記憶可能なデータロガーである。データを 5 分間隔記録する場合、27 日
分を記録可能である。データの取り出しは、都市機構瀬木氏、岩本氏立会いの下、8 月 20 日、9





























月 9日から 10月 23日までの 2ヶ月半データ収集を行った。名古屋産業大学の位置を図１に示す。




2 階西廊下、⑧3 号館 3 階西研究室、⑨3 号館 3 階西廊下、⑩3 号館 3 階東廊下、⑪3 号館 3 階南






（１）気象庁の WEBページ電子閲覧室 9) 
全国約 1300地点の観測所において、気温、風向・風速などの気象データを自動計測し、ほぼリ






化硫黄 、 一酸化窒素 、 二酸化窒素 、 一酸化炭素 、 光化学オキシダント 、 非メタン炭化
水素 、 浮遊粒子状物質 、 風向・風速、温度、湿度など）。実時間の 2 時間前の観測値を最新






























 なる。これは、JavaScript を利用したインターネットの情報においても同様である。 
























③ 独自にスクリプト処理を持たないあらゆる GUI アプリケーションを、自動処理の対象とする
ことが可能である。 













































































































































図７ 2004 年 6 月から 10 月の名古屋の 1 日の平均気温、最高気温、最低気温の平年値差（元デ
ータはインターネット気象庁電子閲覧室 9)、集計処理のアプリケーションはマイクロソフトエク
セル） 
日別平年値は、統計期間内のそれぞれの値を単に累年平均して算出した場合（30 年間の 1 月 1 
日の値を算術平均した値を 1 月 1 日の値とするなど）、前後の日で差が大きくなることがあり、
実用上不便なことが多い。そのため、気象庁で公開されているデータでは、移動平均によって平
滑化した日別平滑平年値を求めている。 移動平均には、KZ（Kolmogorov-Zurbenko）フィルター
（単純移動平均を数回繰り返す方式をいう。日別の累年平均値に対して 9 日間移動平均を 3 回行
う。）を用いている 9)。従って、平年より気温が高いか、低いかといった平年値差を求める場合
も、対象とする年の気温について同様の移動平均を行う必要がある。インターネットとエクセル
















































































































図 8 日最高気温が 35℃を超える酷暑日が 3日続いた 2004年 8月 11日から 13日の温度変化（元
データはインターネット気象庁電子閲覧室 9)、都市機構集合住宅と名古屋産業大学で測定された
温度データ、集計処理のアプリケーションはマイクロソフトエクセルおよび温度・湿度センサー


































































































































ころ 3 週間に 1 度センサーのデータ収集作業にご同行いただきました。改めてここに記し、深く
感謝の意を表します。 
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